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自然と文化が調和した活気あふれる圏域

ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●ごみに関すること（常総環境センター）
●消防に関すること（常総広域消防）
●スポーツ施設に関すること（常総運動公園）
●いこいの郷 常総に関すること（地域交流センター）

●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課（総括）」
●消防テレフォンサービス
　（常総《旧石下地区を除く》･守谷・つくばみらい地区）
●県南総合防災センター
●障害者支援施設（ふれあいの杜）

0297（48）2314
0297（23）0119
0297（48）5675
0297（48）3217

0297（48）2339
0297（22）0119

0297（83）2776
0297（27）5016

　常総環境センターでは、住民の皆様から出された資源物の 空きビン、空きカン、
ペットボトル、プラ容器を、センターで選別後、再商品化事業者へ搬出し、そ
こで新たな製品にリサイクルすることで資源物の有効利用を図っています。
　資源物のうち、空きビン、空きカンはきれいな状態で出されていますが、ペッ
トボトルとプラ容器は、汚れが付着しているものや、分別の異なるものが混入
されリサイクル率はペットボトルは 72％、プラ容器にいたっては 4２％程度し
かありません。
　資源物を出す際には、きちんと分別するとともに、汚れを取り除いてから出
してください。
　皆様ひとり一人のご協力により資源物のリサイクル率が向上しごみの量が削
減できます。

資源物分別のご協力を !!
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平成 29年度上期（4月～9月）
資源物搬入量・搬出量・リサイクル率
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プラ容器にはこのマークがついています。
分別する際には確認しましょう。

ペットボトルのラベルにはこの
2つのマークがついています。
分別する際には確認しましょう。

プラ容器（プラスチック製容器包装）

ペットボトル

プラ容器の主なもの
注意点：中身は使い切って汚れを落としてください。
　　　　汚れたまま出されると、他のきれいな物にも汚れが
　　　　ついてしまいリサイクルできなくなります。

注意点：中身は使い切って汚れを落としてください。
　　　　キャップとラベルは、プラ容器として出してください。

次のようなものは、プラ容器として出せません。
これらは、不燃ごみ袋に入れて出してください。注意！

プ
ラ
容
器
へ

おもちゃ 歯ブラシ クリーニング袋 ハンガー CD・CDケース
プラスチック
バケツ

指定の資源物の袋に入れて
ペットボトルに丸印をつけてください。出し方

指定の資源物の袋に入れて
プラ容器に丸印をつけてください。出し方

キャップ
ラベル

キャップ
ラベル

お弁当・カップめんの容器 豆腐や納豆のパック

割りばし入れやお菓子袋類 ソースやヨーグルトなどの容器
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
専
用
の
医
療
機
器
等
を

装
備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
救
急
医
療
の
専
門
医
と

看
護
師
が
搭
乗
し
、
救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
間
、
救
命
医
療
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
救
急

専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

　

主
に
、
現
場
近
く
の
空
き
地
、
公
園
、
学
校
や
企

業
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
河
川

敷
な
ど
を
臨
時
の
離
着
陸

場
と
し
て
使
用
し
、
消
防

隊
が
安
全
確
認
を
行
い
ま

す
。

　

離
着
陸
す
る
際
、
吹
き

降
ろ
し
の
風
、
騒
音
や
砂

塵
等
が
発
生
し
、
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
人
命
救
助
と
い
う

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
重
要
な

役
割
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

安
全
か
つ
円
滑
な
運
航
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消防からの“お願いとお知らせ”

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

住
宅
用
火
災
報
知
器
の

　
　
　
　
設
置
は
義
務
で
す

　

現
在
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
の

寝
室
等
に
住
警
器（「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
略
称
）

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
調
べ
の
平
成
29
年
6
月
1
日
時
点

の
住
警
器
の
設
置
率
に
よ
る
と
、
全
国
の
設
置
率
は

81
・
7
％
に
対
し
、
茨
城
県
は
74
％
で
、
依
然
と
し

て
下
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
早
急
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
警
器
は
、
火
災
時
に
適
切
に
作
動
す
る

よ
う
、
設
置
し
た
後
も
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
具

体
的
に
は

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な

　

ど
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
電
池

　

切
れ
や
本
体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化
に
よ
り
火

　

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

　

め
、
本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
管
轄
消
防
本
部
予
防
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
９
７
（
２
３
）
０
９
０
４
（
直
通
）

　

取
手
市
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
９
７
（
７
４
）
１
４
２
９
（
直
通
）

　

平
成
28
年
中
に
全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
う
ち
、

「
放
火
（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」
は
、
全
火
災
件
数

の
約
16
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
出
火
原
因
の

第
1
位
で
す
。
常
総
広
域
管
内
に
お
い
て
も
平
成
29

年
中
は
10
月
ま
で
に
6
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

放
火
火
災
は
、
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
時
間
は

夜
8
時
か
ら
朝
6
時
に
か
け
て
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

放
火
防
止
の
た
め
に
特
に
次
の
危
険
ポ
イ
ン
ト
に

注
意
し
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
作
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

常
総
運
動
公
園
の
総
合
体
育
館
の
床
を
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
が
あ
る
膝
を
痛
め
な
い
素
材
に
し
た
り
、
照
明

を
L
E
D
に
す
る
改
修
工
事
を
翌
年
の
３
月
末
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
受
け

て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
じ
建
物
に
あ
る
温
水
プ
ー
ル
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

新
年
度
の
4
月
及
び
5
月
の
公
園
施
設
の
受
付
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
３
月
か
ら
受
付
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
通
常
の
窓
口
受
付
と
同
様
に

３
ヵ
月
前
か
ら
受
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
4
月
の
窓
口
受
付
を
1
月
4
日
か
ら
、

5
月
の
窓
口
受
付
を
2
月
1
日
か
ら
行
い
ま
す
。

　

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
未
定
で
す
の
で
、
確

定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

救
急
出
場
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
命
に
か

か
わ
る
よ
う
な
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
救
急
車
を
要
請
す
る
主
な
症
状
】

・
急
に
倒
れ
た
、
意
識
が
無
い

・
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛
な
ど

・
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

・
息
苦
し
そ
う
、
息
を
し
て
い
な
い

・
け
い
れ
ん
が
続
く
と
き

・
広
範
囲
の
や
け
ど
を
し
た
と
き

【
こ
ん
な
時
は
控
え
て
く
だ
さ
い
】

・
病
院
の
待
ち
時
間
が
い
や
だ
か
ら

・
病
院
が
わ
か
ら
な
い

・
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
無
料
だ
か
ら

・
緊
急
性
の
な
い
軽
い
け
が
や
病
気

（
手
足
の
擦
り
傷
、
風
邪
、
歯
痛
、
酒
酔
い
等
）

　

緊
急
性
が
な
い
場
合
は
、
他
の
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
と
き
や
症
状
か
ら
見

て
も
緊
急
性
の
あ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

放
火
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

運  

動  

公  

園

医
療
案
内
情
報

（
休
日
・
夜
間
な
ど
、
ど
こ
の
医
療
機
関
が

  

利
用
で
き
る
か
確
認
で
き
ま
す
）

常
総
広
域
消
防
本
部　

０
２
９
７（
２
３
）0
1
1
9

取
手
市
消
防
本
部　
　

０
２
９
７（
7
4
）0
1
1
9

体
育
館
改
修
工
事
に
伴
う
利
用
中
止
の
お
知
ら
せ

新
年
度
の
公
園
施
設
の
受
付
に
つ
い
て

◆業務内容及び場所
〇常総ふれあいスポーツセンター内の売店経営
〇各施設での自動販売機による清涼飲料水の販売
　（事務棟・常総環境センター・常総運動公園・各消防署、出張所）

◆営業期間
　平成 30年４月１日から３年間（一部１年間もあります。）
◆応募資格
　常総市・取手市・守谷市・つくばみらい市に住所を有し、
　希望する業務の実務経験がある方。
◆申込・問い合わせ先
　常総地方広域市町村圏事務組合　管理課
　電話：0297（48）2339

売店・自動販売機の
販売業務希望者を募集します

詳しくはホームページでご確認ください。

危険ポイント

物置等のドアは
必ず施錠する

洗濯物は必ず
屋内に取り込む

郵便受けの
郵便物や新聞は
ためない

家の周辺には
燃えやすいものを
置かない

ごみは決めら
れた日の朝に
出す

道路に溜まった
落ち葉等はこま
めに取り除く

照明器具を
設置し暗がり
を作らない

自転車カバーは
防炎品を使用
する
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（歳入）

平成29年５月25日開催の第２回臨時会

平成29年７月14日開催の第３回臨時会

議会報告

事件の番号

議案
第７号

平成29年度常総地方広域市町村圏
事務組合一般会計補正予算（第１号）
について

議案
第8号

工事請負契約の締結について
（指定廃棄物一時保管施設整備工事）

原案可決

原案可決

案　　　　　件 議決結果等

分担金及び
負担金（83.5%）
50億569万2千円

消防費
（40.1％）

22億6,242万7千円

衛生費（31.7％）
17億9,101万8千円　

公債費（19.7％）
11億1,248万6千円

総務費（1.9％）
1億789万4千円

議会費（0.0％）
81万1千円
民生費（0.0％）
70万1千円土木費（6.6％）

3億7,294万5千円

繰越金（5.7%）
3億3,974万6千円

使用料及び手数料
（5.5%）

3億3,013万7千円

組合債（2.0%）
1億2,050万円

諸収入（2.2%）
1億3,259万5千円

国庫支出金（1.1%）
6,364万4千円

県支出金（0.0%）
21万7千円

歳入総額
59億9,253万1千円

歳出総額
56億4,828万2千円

平成２8年度決算の概要
　平成 28年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計歳入歳出決算は、
歳入 59億 9,253 万 1千円（前年比 1.7％増）、
歳出 56億 4,828 万 2千円（前年比 1.7％増）となりました。

分担金及び負担金
繰越金

使用料及び手数料

構成4市等からの負担金

防災センター・常総運動公園施設使用料、自動販
売機設置等使用料、ごみ処理・危険物取扱手数料
など

公園給排水整備事業、公園自由広場改修事業、
水槽付消防ポンプ自動車購入の借入金

諸収入

組合債

原子力発電所事故に係る損害賠償金、容器包装
リサイクル協会に係る拠出金、発電余剰電力売電料
高速道路救急支援業務支弁金など

国庫支出金

県支出金

廃棄物処理施設モニタリング事業費補助金、指定
廃棄物保管委託金、社会資本整備総合交付金

前年度繰越金

県立消防学校派遣教官研修事業費補助金

（歳出）

衛生費

公債費

土木費

消防費 消防の管理運営経費

環境センターの管理運営経費、放射能対策費

借入金の返済金

運動公園の管理運営経費、給排水整備・自由
広場改修工事費

議会費 議会関係の運営経費

民生費 障がい者支援施設の経費

総務費
総括的運営調整経費、職員共同研修経費、
監査・防災センター・交流センターの運営
経費

事件の番号

報告
第２号

専決処分事項の報告について
（つくばみらい消防署谷和原出張所水槽付
消防ポンプ自動車の物損事故に係る和解）

議案
第10号

平成28年度常総地方広域市町村圏
事務組合一般会計歳入歳出決算の
認定について

報　　告

認　　定

議案
第11号

平成29年度常総地方広域市町村圏
事務組合一般会計補正予算（第２号）
について

原案可決

議案
第12号

工事請負変更契約の締結について
（指定廃棄物一時保管施設整備工事） 原案可決

案　　　　　件 議決結果等

事件の番号

選挙
第１号 議長の選挙について

報告
第１号

専決処分事項の報告について
（水海道消防署北出張所救急
自動車の交通事故に係る和解）

議案
第９号

消防高規格救急自動車購入契約
の締結について

当選人
中村安雄議員

原案可決

報　　告

案　　　　　件 議決結果等

平成29年10月30日開催の第２回定例会

いこいの郷だよりいこいの郷だより
　

温
浴
施
設
で
は
、
現
在
ご
利
用
頂
い
て
い
る
3
階

浴
室
の
薬
湯
風
呂
を
来
春
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

秋
田
県
玉
川
温
泉
よ
り
産
出
し
た
「
北
投
石
」（
ほ

く
と
う
せ
き
）
を
粉
末
状
に
し
て
焼
成
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
加
工
し
た
石
を
浴
槽
内
の
箱
に
設
置
し
ま
す
。

　
「
北
投
石
」
は
、
天
然
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
物
の
一
種
で
、

日
本
で
は
療
養
・
癒
し
の
温
泉
と
し
て
有
名
な
玉
川

温
泉
か
ら
し
か
産
出
さ
れ
な
い
大
変
貴
重
な
石
で

す
。

　

是
非
、
一
度
お
試
し
く

だ
さ
い
。
茨
城
に
い
な
が

ら
玉
川
温
泉
を
訪
れ
た
気

分
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
設
置
日
は
後
日

い
こ
い
の
郷
の
館
内
掲
示

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
に
も
人
気
の
あ
る
酸
素
カ
プ
セ

ル
と
酸
素
ボ
ッ
ク
ス
は
、
い
こ
い
の
郷
で
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

　

高
気
圧
状
態
が
リ
ン
パ
の
流
れ
を
促
進
し
、
通
常

呼
吸
の
2
倍
の
酸
素
量
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
体

の
調
子
を
整
え
、疲
労
回
復
、血
行
促
進
、代
謝
ア
ッ

プ
、
け
が
の
回
復
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
平
日
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
の
時
間
帯
に
酸
素

カ
プ
セ
ル
又
は
酸
素

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
通
常
料
金

30
分
１
5
0
0
円
の
と

こ
ろ
1
0
0
0
円
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
お
試
し

く
だ
さ
い
。

　

館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ら
・
て
ー
る
」
で
は
、
人
気

メ
ニ
ュ
ー
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
始
め
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、

そ
ば
、
う
ど
ん
、
刺
身
定
食
、
天
ぷ
ら
定
食
な
ど
、

和
洋
様
々
な
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ら
・
て
ー
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
し
い
食

感
「
ふ
わ
ふ
わ
玉
子
ご
飯
」（
唐
揚
げ
付
5
0
0
円
）

や
、
季
節
限
定
メ
ニ
ュ
ー
「
カ
キ
フ
ラ
イ
定
食
」
も

好
評
で
す
。

　

お
食
事
の
み
の
御
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
、
お
客
様
の
御
要
望
に
応
じ

た
忘
年
会
・
新
年
会
等
の
宴
会
料
理
を
ご
用
意
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

　

電
話
：
0
2
9
7
（
4
5
）
0
6
4
6

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

素敵な音楽とランチで楽しむ
「いこいの郷のクリスマス」
素敵な音楽とランチで楽しむ
「いこいの郷のクリスマス」
　平成 29 年 12 月 20 日（水）12 時 30 分から
多目的ホールでクリスマスコンサートを開催し
ます。
　地元のコーラスグループやコカリナ演奏、ク
ラリネット演奏、ピアノ演奏等をレストランの
ランチとソフトドリンク付きでお楽しみくださ
い。お食事代 1,000 円で予約受付しています。
　申し込み、お問合せは、
受付または、お電話 0297（48）3217 まで

温
浴
施
設
よ
り

レ
ス
ト
ラ
ン
よ
り

健
康
増
進
施
設
よ
り
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常総環境センターを見学しよう

ごみ処理の流れ

燃やせる
ごみ

燃やせない
ごみ

粗大ごみ ペットボトル あきビン あき缶プラスチック製
容器包装

●紙くず　●木くずなど

主な工程

　施設見学では、まず映像を通してごみ処理の流れを学んでいた
だき、それから実際に施設内を移動しながら見ていただきます。
　昨年度は一般団体、小学生など約 3,000 名が訪れました。

見学の様子

時　　間：土・日・祝日を除く平日の９時～ 17時
問合せ先：0297-48-2314（常総環境センタ－）啓発活動室

常総環境センターふれあいデー
開催中止のお知らせ

年末年始のごみの直接持ち込みのお知らせ

　常総環境センターでは、ごみ処理施設につい
て、住民の皆様にご理解を深めていただくため、
今年度もふれあいデーを開催する予定でしたが、
現在、組合敷地内で、指定廃棄物を一時保管す
る保管庫整備工事を実施しており、多くの工事
関係車両、資材の出入などにより安全性を考慮
し、開催を中止としました。
　ふれあいデーを楽しみにしていた皆様や関係
各位にはご迷惑をおかけしました。
　今後、次回の開催に向け、常総環境センター
検討委員会において準備をしていきますので、
ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

　常総環境センターにごみを直接持ち込む場合
は、お住まいの市が発行する「家庭系一般廃棄物
搬入許可証」が必要です。
　また、ごみ処理手数料がかかります。
　なお、年末年始は混雑が予想されますので時間
に余裕を持ってお越しください。
　ごみ処理手数料10㎏につき143円＋消費税
　（ただし、10㎏未満の場合、143円＋消費税となります。）

12月28日（木）まで

・常総市生活環境課 ☎0297-23-2111
・取手市環境対策課 ☎0297-74-2141
・守谷市生活環境課 ☎0297-45-1111
・つくばみらい市生活環境課 ☎0297-58-2111

【直接搬入のお問い合わせ先】

熱分解ドラム

燃焼溶融炉

スラグ

舗装材など

鉄 アルミ

缶など

缶など

建築材料など

建築材料など

圧縮
梱包機 手選別

ビンの
材料

壁材
道路材

アルミ缶 スチール缶ペットボトル
衣類など

パレット・再生樹脂
擬木などの

プラスチック製品

送られてきた小学生の感想文

　常総環境センターには、
エコクッキング教室に最
適な IH 調理器具をそろえ
た啓発活動室があります。
エコクッキング教室を開
催したい方は、お問い合
わせください。

常総環境センターの見学並びに啓発活動室の利用について

時間は、午前９時から
午後４時まで1月4日（木）からとなります。

年末

年始

私たちが出したごみや資源物の行方を追いかけてみましょう。
常総環境センターでは、随時、施設見学を受け付けています。

焼却処理 圧縮梱包 選別工程

破砕機

破砕工程


